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＜令和 5 年 4 月号＞    （第 229 号） 

＜連絡・問い合わせ先＞館長 窪田 道忠（ ） 
                 主事 相澤陸奥実（ ）

           

花ざかり山は日ごろのあさぼらけ    松尾芭蕉 
              

 遠くの山々が靄で白ぽっく見え、木々の葉の膨らみも増し春

の訪れを感じさせる季節となって来ました。 

 今年の桜の開花も例年よりも一段と早やく、この「だより」

が皆さんに届く前には春爛漫の満開が楽しめる日々でしょう。                                                                                                                             

「二月にげ、三月さって、もう四月」です、社会では新たな年

度の始まりで、多くの皆さんが心を膨らませ、夢を抱き、それ

ぞれの人生航路に出て行く季節でもありますね。 

 コロナ感染も低い方へ落ち着いて来ている様子ですが油断

禁物です、コロナウイルス対策としてのマスク着用が 3／13 

絵手紙愛好会    から個人の判断に委ねられる様になり、

着用が当たり前となっ 

     古屋典子  ていた日常生活にも変化が起きて来ますね、とは言え、場面に

応じた対応も必要となりますが、早く平時に戻れれば嬉しいですね。 

 

  お知らせ 
初期の非接触型体温計は性能が悪く誤動作も多く、皆さんから非常に評判が悪かっ

たですが、今回のタイプは（左側）即座に正確測定できます、 

もう一台（右側）は正面に顔を近づけると、測定結果を 

ボーイスと表示で教えてくれ、37度以上では警告音で知ら

せる、測定器の下側には手をだすと、消毒アルコールの自

働噴霧する装置器となっております。 

通常は電源スイッチ OFF

ですので利用時は ONして

下さい、利用後は必ず OFF

に願います、（内蔵電池の

消耗防止のため） 
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東日本大震災犠牲者追悼コンサート 
あの日から 12 年・・・ 

私たちの心に深く刻まれた「3月 11 日」を迎えました。 

今年も、三日市場の常泉寺にて「勿忘の鐘」の法要が行われ多くの皆さんが参加、午後 2時 46 分

に震災を心に刻み、犠牲者に思いを馳せ、鐘をつきました。 

翌 3月 12 日には「東日本大震災犠牲者追悼コンサート」を本堂にて開催されました。 

長渕 剛さんの音楽や思いに共感しているメンバーの集まり「富士の国 麺彩剛会」が一曲一曲に

想いを込めてのコンサートでした。 

乾杯  

かたい絆に 想いをよせて 語り尽せぬ 青春の日々 時に傷つき 

時には喜び 肩をたたきあった あの日～ 

 

 公民館清掃 
年度末行事として、使用団体、運営委員の方々の協力を頂き清掃作業を行いいました。 

内外の窓ガラス、室内床も天井も隅々までの作業を行い完了、ご苦労様でした。又いつも児童クラブ

の先生方には、エントランス、大ホール、トイレと清掃して頂いております有難うございます。 
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公民館活動 
         塩山書道会 

書道は何枚習字しても一枚として同じには青書にはならない、又その日の体調にも

よっても違ってくる、一筆一筆気持ちを込め文の意味も理解しての書であります。 

小幡一恵グループの代表者の基で、青柳講師の指導も受け、楽しく活動中です。 

毎週水曜日午後 7時 30 分～和室にて行われております、会では興味ある方の参加も

お待ちしております。                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

青柳先生         ―3－ 
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